
広島県地域保健対策協議会

早期発見が重要!（5年相対生存率）

出典：（公財）がん研究振興財団「がんの統計2022」全国がんセンター協議会加盟施設における5年生存率
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だ
が
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す
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が
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行
し
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ろ
し
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だ
。

広島県がん検診啓発特使
デーモン閣下さん

一般社団法人 広島県医師会 広島市

詳しい情報は広島県ホームページへ
下記二次元コードからアクセスしてください。

すい臓がんの治療は早期発見が鍵となるため、この度、早期発見のためのプロジェクトを
立ち上げました。「Hi-PEACE」※は、「平和」の地である「広島」で、関係者が連携し、
すい臓がんになっても早期に治療し、安心して生活できる社会を目指して名付けました。
※「Hiroshima Pancreas Cancer Early Diagnosis with Collaboration and Examination」の略。


